
子どもの体験ひろば 体験ブース 

①「出雲ドームｄｅ健康フェスティバル２０１７」

期  日：平成２９年４月２９日（土） 場所：出雲ドーム

参加者数：５３６名（子ども３４５名、大人１９１名）

内  容：「チャレンジウォールキッズ」「カプラ」

成果と課題：○昨年に続き人気であった。小さいお子さんの参加が多く、小学校低学年になると、 

得意な子、苦手な子の差が見られた。ただ、苦手な子でも途中で落ちてもまた並び 

なおし再挑戦していたので、名前の通り「チャレンジウォール」であったと思う。 

○カプラは小さい子ども連れの家族が取り組むのに手頃なプログラムである。ボル

ダリングをしている子どもを見守りつつ出きること、また、ゆっくり座ってできる

ことから、ボルダリングとセットで出展するには非常に良い組み合わせだと思う。 

●出雲ドームは下が人工芝であるため、落ちて大きなケガをすることはないが、ぎり

ぎりまで耐えて、最後に手を放して落下した場合、ホールドにひざ等をぶつけてし

まう可能性があるので、「落ち方の指導」が大切だと思う。

②「サンレイクフェスタ」

期  日：平成２９年４月３０日（日） 場所：島根県立青少年の家 サン・レイク

参加者数：７６８名（子ども５２２名、大人２４６名）

内  容：「チャレンジウォールキッズ」「カプラ」

成果と課題：○チャレンジウォールキッズは、子どもの興味・関心が高い。べえくんを入口に配置する

ことで、集客の効果がより高まった。 

●参加者に安全指導をしながら、より効果的な広報活動を行うためには、適正な人数の職

員・ボランティアの確保が必要である。



③「イワミ村田製作所・グリーンフェスティバル」

期  日：平成２９年５月３日（水） 場所：(株) イワミ村田製作所

参加者数：２１４名（子ども１２７名、大人８７名）

内  容：カプラ、キッズ体育、スナッグゴルフ

成果と課題：○子どもの体験ひろばで初めて「キッズ体育（幼児向けマットを利用した体験コーナー）」

を行ったが、マットの形状と色のカラフルさにより、多くの幼児連れが体験に訪れた。 

○スナッグゴルフを体験できるコーナーを設け、多くの方にスナッグゴルフを知ってもら

える良い機会となった。

●テント一張でカプラとキッズ体育を行うには狭かった。

●スナッグゴルフは、晴天で、芝生があることを見込んで急遽実施することとしたため、 

場当たり的な対応になったので、事前のルール設定が必要である。

④「島根県立少年自然の家オープンデー」

期  日：平成２９年５月１４日（日）  場所：島根県立少年自然の家

参加者数：５２１名（子ども４０６名、大人１１５名）

内  容：チャレンジウォールキッズ

成果と課題：○大変好評で，自然の家に来たほとんどの子供が参加してくれた。

○交流の家の存在を知らない方や家族で利用できることを知らない方が多数いた。

家族に施設を利用する際の料金の安さやプログラムの豊富さ，周辺地域に様々な体

験ができること等をアピールし，多くの方から「利用したい」という声をいただいた。 

●今年度の事業紹介チラシ（一覧）ができていない。交流の家の事業のアピールをす

る上で，チラシがあるとさらに効果が高まると感じた。次年度は，４月末から始ま 

る体験ひろばに向けて，準備をしていく必要があると感じた。 

カプラを積み上げて、カプラ
タワーを作っていました。

イワミ村田製作所のスタッフ
の方も、スナッグゴルフに夢
中になっていました。

カラフルでいろんな形状のマッ
トを飛んだり、潜ったりいろん
な動きで楽しんでいました。



⑤「大田市秋の彼岸市」

期  日：平成２９年９月２３日（土）～２４日（日） 場所：大田市駅通り周辺 

参加者数：１３２６名（子ども８９７名、大人４２９名） 

内  容：【両日】チャレンジウォールキッズ， 【１日目】カプラ，ディスゲッター， 

【２日目】絵本の読み聞かせ，折り紙で本のしおりづくり， 

巨大絵本「海の中を描いてみよう」 

成果と課題：○1日目と２日目の内容を変えることで，多くの活動を体験してもらうことができた。 

○２日目は仁摩図書館と連携し，読書コーナーの設置や読み聞かせをした。小さな子供連

れの家族や小学生などがじっくりと本に接することができた。併せて，「さんべ絵本フ

ェスタ！」のＰＲをし，たくさんの方に興味をもってもらうことができた。

⑥「コスモス祭り」

期  日：平成２９年１０月８日（日）  場所：飯南町志津見

参加者数：４８３名（子ども３０３名、大人１８０名）

内  容：カプラ，キッズ遊具一式

成果と課題：○天候も良く、大勢の来場者で溢れた。交流の家のブースもカプラ、キッズ遊具とも

に大好評で、子どもたちが入れ替わり訪れた。カプラは、大人も楽しんでいた。 

○翌週のさんべ祭をはじめ、今後の事業について、チラシを配布し、PR を行った。

神楽を好きな親子連れも多く、チラシを持ち帰る姿が印象的だった。

○話をした親御さんの多くは、交流の家の場所を知らないが、サヒメルまではわかる、 

ということだった。施設や利用の内容を知ると、「一度施設にも行ってみたい」、

「来週のさんべ祭に行ってみたい」など、興味を持たれた様子も見られた。 



⑦「第３９回さんべ祭」

期  日：平成２９年１０月１４日（土）～１５日（日）  

場  所：国立三瓶青少年交流の家 第６研修室他 

参加者数：４２３８名 

内  容：①竹細工（マイはし作り）②木の葉のスタンプバック③さんべリンピック 2017inさんべ祭 

「遊んで身に付く 36の基本的な動き」 ④カプラ ⑤茶道 ⑥バウムクーヘン作り 

⑦展示・映像コーナー ⑧ボルダリング体験

⑨宿泊者対象プログラム

 Ａ．大カプラ大会 Ｂ．絵本読み語り会 Ｃ．天体観察会 Ｄ．神楽 

成果と課題：○交流の家で実施しているプログラムを実際に体験してもらうことで、主にファミリーに 

対して有効な広報活動を行うことができた。 

●地元の講師の先生や高等学校の協力を得ることで、日本の文化にふれる貴重な体験の

機会を提供できたが、立派な施設があるにもかかわらず、通常の利用につながっていな

い。広報の仕方を含め、利用促進のための工夫が必要である。

⑧「イオン体験ブース」

期  日：①平成２９年１０月２１日（土）  場所：イオンモール出雲 

 ②平成２９年１０月２２日（日）  場所：イオン松江 

参加者数：２７６８名（子ども１８６９名、大人８９９名） 

内  容：国立三瓶青少年交流の家      チャレンジウォールキッズ（ボルダリングボード） 

島根県立青少年の家（サン・レイク）レザークラフト（しおり） 

    島根県立少年自然の家       創作活動（目玉っちキーホルダー、ぶんぶんゴマ） 

    三施設共通  カプラ 

成果と課題：○大型の商業施設と連携することで、大変多くの方にプログラムの提供と広報活動を行う 

ことができた。また、島根県内の青少年教育施設と共同で出展することで様々な種類の

プログラムを実施することができた。 

○「いわみん」を活用し、島根県東部において石見地域の体験プログラムを紹介すること 

ができた。 

木の葉のスタンプバックづくり 神楽体験 さんべリンピック 



⑨みすみフェスティバル

期  日：平成２９年１１月１１日（土）～１２日（日）  場所：三隅中央会館 

参加者数：１１日 ９１５名（男性４３３名，女性４８２名） 

 １２日 ６６３名（男性３３８名，女性３２５名） 

内  容：チャレンジウォールキッズ、カプラ、（子ども体験遊びリンピック）、（子ども体験遊びリ

ンピック）

成果と課題：○初日に PR コーナーを行ったことにより、多くの方にブースの存在を知ってもら 

うことができた。（PR コーナーの様子は、ローカルテレビでも生放送され、その 

放送を観て来場する方もいた。） 

○スタンプラリーの行き先にも加えてもらったことにより、多くの方が足を運ぶきっ

かけになった。

⑩美郷町産業祭『みさとふるさとまつり』

期  日：平成 29 年 11 月 12 日（日）  場所：邑智小学校校庭・体育館 

参加者数：１１４名（子ども６５名、大人４９名） 

内  容：カプラ、長さドンピシャ（子ども体験遊びリンピック）、時間ドンピシャ（子ども体験遊び

リンピック）

成果と課題：○遊びリンピックについて、午前の部、午後の部と分けたことで、多くの方に上位入賞を 

狙うことができ、参加者の意欲向上につながった。 

○「長さドンピシャ」は、子どもの体験広場では、ほとんど実施したことが無かったため、 

今回のノウハウを今後に活かすことが可能となった。 

魔法の積木「カプラ」の活動は、
積めば積むほど夢中になる面白
さがあります。 

ストップウォッチを見ずに、60
秒ピッタリ計ります。何度も挑
戦する子もいました。

メジャーなしで１０ｍを予想し
て歩きます。子供も大人も一緒に
なって、挑戦していました。

ステージで三瓶地域のことや体
験の風について PR。ローカルテ
レビでも放送されました。

閉眼片足競争の様子。メダルを
目指して頑張りました！ 

チャレンジキッズウォールの様
子。何度も何度もチャレンジす
る子もいました。



まが玉づくりのようす。作成に時
間がかかるため、作り方を聞き、
購入して持ち帰る人もいました。 

ブース全体のようす。島根県立
青少年の家（サン・レイク）と共
同で出展しました。 

⑪『浜山公園まつり』

期  日：平成２９年１１月２３日（木・祝）  場所：浜山公園

参加者数：９１０名（子ども５６９名、大人３４１名）

内  容：チャレンジウォールキッズ

成果と課題：○年度途中に依頼を受け、参加をした。ボルダリングボードの搬入や返却は、主催者

が対応し、交流の家の負担は少なかった。 

○開始前から終了まで長蛇の列となり、人気の高さが感じられる。県立大学出雲キャン

パスの学生ボランティアに運営のサポートをしてもらった。

●搬入時にボルダリングボードの部品が破損した。破損した部品については、主催者が

用意してくれ、修正することができた。しかし、部品の結合部が不安定なため、今後も

同様な問題が起こる可能性がある。強度を高める工夫が必要である。

⑫『しまねふるさとフェア』

期  日：平成３０年１月２０日（土）～２１日（日）  場所：旧広島市民球場跡地

参加者数：１８６７名（子ども１１３９名、大人７２８名）

内  容：国立三瓶青少年交流の家      創作活動（まが玉づくり）

島根県立青少年の家（サン・レイク）レザークラフト（しおり）

成果と課題：○広島市民球場跡地での開催ということで、多くの方に三瓶の魅力をアピールすることが

できた。

○まが玉づくりは、用意した２００セットが２日目の昼すぎには完売となった。多くの広

島の方に島根らしいプログラムを提供することができた。

●前日に広島に入っての準備や当日の対応を２人のスタッフで行ったが、来場者が多く

大変であった。職員を３人つけることが難しいようであれば、ボランティアスタッフの

協力が必要である。

●水場が遠かったため、まが玉作りで汚れた手を洗うことが難しかった。近くに水場のあ

る出展場所を確保できると良い。

クルミをバケツに入れ、５００ｇ
ちょうどにするおもさドンピシ
ャ。盛り上がりました。



チャレンジウォールキッズは子供た
ちに大人気でした。何回も挑戦する子供
が何人もいました。 

壁面のパネルに貼った掲示物で，交流
の家に設置予定の遊具やキッズスペー
スのＰＲもできました。

 ＭＣからインタビューされました。全
館放送で，交流の家やブースの宣伝を行
いました。 

 寒くても、ディスゲッターは大人気！ 
よりたくさんの的抜きを目ざして、何回
もチャレンジしてくれました。 

日が落ちると焼きマシュマロ開始。す
ぐに毎年楽しみにしているという地元
の子どもたちの列ができました。 

 夜になると幻想的な雰囲気に。雪の
中、灯ろうを眺めながら、のんびり歩く
のもいいもです。 

⑬さんべ志学の雪あかり

期  日：平成３０年２月１１日（日）  場所：三瓶町志学（鶴の湯横）

参加者数：９３名（子ども６０名、大人３３名）

内  容：ディスゲッター、焼きマシュマロ

成果と課題：○ディスゲッターは、雪が舞う寒さの中でもやり易く、好評だった。子どもも大人も、

ドッジビーを投げた後は、きちんと集め、的を貼り直したので、自然に列ができ、スム 

ーズに進めることができた。 

○ボランティア１名が本部の抽選会の役員として参加した。真面目に取り組み、地域の

方に大変喜ばれた。地域内外問わず、交流の家の認知度を高める貴重な機会に感じた。

⑭しまねスプリングフェス２０１８

期  日：平成３０年３月１７日（土）  場所：くにびきメッセ

参加者数：４６５名（子ども３３０名、大人１３５名）

内  容：チャレンジウォールキッズ

成果と課題：○パネルで仕切られていたため、そのパネルをポスターや掲示で有効に使うことがで

きた。チャレンジウォールキッズの注意事項や遊び方の掲示を、待ち時間に目を通 

せるようにしたことで、スムーズに活動してもらうことができた。 

●職員２名体制を組んでいたが、人が多くなると２人では対応が難しかった。計画時

から３名体制、またはボランティアスタッフが必要だったと感じた。
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